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図3:様々な総電子密度ntと電子密度差J
における50mKでの〝=2量子ホール状態
のホールプラトー 幅の角度依存性｡線は単
なるガイ ドラインである｡
mensurate相-転移することにより､エネルギーレベル交差が生じ､L'=1状態の場合には
スピン反転しない､I/=2状態の場合にはスピン反転する励起となることを示しているO
6 結論
量子ホール状態の安定性の密度差依存性を調べる実験と横磁場依存性を調べる実験から､
｢コヒー レント｣量子ホール状態は密度差と位相差に対して同時に任意の値をとれるコヒー
レントな量子ホール状態であることを示唆している.特にl'=2状態は､理論的予測さえ
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｢量子ホール効果及び関連する物理｣
なかった全く新しい量子ホール状態である｡
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